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般的な問題にも適用可能であるo その場合にはM2Wn(t)は t湖 で正しい定常値に近づ
くとは限らないが,その時には上で述べたのと同様の手続きをモーメントが正しい値に
近づくまでくりかえしていけばよい O 少し詳しいことは Phys.LetterAに載る予定｡










求(t) - qm(t)-1～ ta (1 )
に従 うことが知られている｡これは次のようなクラスター ･ダイナミックスから現象論
的に理解される:濃度 (あるいはスピン)の空間的な揺ぎを,クラスターの大きさ β













































九大 ･理 川 崎 恭 治
太 田 隆 夫
非線型非平衡系の諸問題の一つとして,非定常な系,例えば,熱力学的に安定な系を
突然 (所謂,臨界点を越えて)不安定な状態に置いた時に示す系の過渡的現象,にも興
味が持たれているO 新しい状態に移行する過塩に於いて,揺ぎが熱的レベルを越えて異
常に増大する｡固溶体等で観測されているスピノダル分解はその典型的な例である｡
最近,液体においても,その臨界点近傍でスピノダ′レ分解の観測がなされたこ) 理論
的にも液休のスピノダル分解の初期過程の研究が発展しつつある.2) 我々は文献 2)の
考察に基づき,液体のもつ臨界点近傍での特徴的自由度に注目して,簡単な近似の範囲
で,それの揺ぎの成長に与える効果を調べた｡
液体の局所秩序変数 S(r)の確率分布汎関数p(刷 ,t)の従う方程式には二種類の非
線型性がある≡)一つはTI)GL型非線型項であり,もう一つは速度場を媒介にして秩序
変数間に生じる長距離相互作用 (流体力学的相互作用 ).であるO後者は平衡の近くでは
輸送係数の繰 り込みとして働き臨界点近傍では前者を凌駕するが,平衡のS(r)の確率
分布には影響を与えない｡このような性質を考慮して次のようなS(r)のフ-リェ成分
Sqについてのモデ′レ方程式を導入しようo
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